
断　面　図
S=1:50

正　面　図
S=1:50

A1橋台 A2橋台

250 3500 250

4000

20011@327=3600200

4000

コンクリート舗装 t=50mm

27
5
15
0
6
50 10
0

363 5085 363

5811

(3500)

(250)

(4000)

(250)

P1橋脚

水道管 50A
(水管橋)

設計条件

荷　　重

橋　　長

桁　　長

支 間 長

全 幅 員

有効幅員

斜　　角

床　　版 桁 高　0.275m

支　　承

橋　　台

上部工形式 プレテンション方式 PC床版

上
部

工

二等橋(T-14)

14.620m

7.280m + 7.280m

6.980m + 6.980m

4.000m

3.500m

エラスタイト

下
部

工

左 43゚ 30'

重力式

橋　　脚

基礎
直接基礎橋台

橋脚

舗　　装 コンクリート舗装 t=50mm

直接基礎

壁　式

水道管 50A

(水管橋)

358 5007 358

5722

(3500)

(250)

(4000)

(250)

363 5085 363

5811

(3500)

(250)

(4000)

(250)

水道管 50A
(水管橋)

平　面　図
S=1:100

側　面　図
S=1:100

小海橋 耐震補強一般図

A1

A2

P1

7310 7310

14620

20 7280 20 7280 20

150 6980 150150 6980 150

橋　長

(第2径間)径間長(第1径間)

桁　長

支間長

径間長

桁　長

支間長

A2A1

7280 20 7280

14620

150 6980 150150 6980 150

20 20

7310 7310径間長 

桁　長 

支間長 

橋　長

(第2径間)径間長 

桁　長 

支間長 

(第1径間)

P1

θ=43゚ 30'

θ=43゚ 30'

志    摩    市

耐 震 補 強 一 般 図

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺    度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名

1

500 400 500 350

沓座拡幅工 沓座拡幅工

(鋼製ブラケット) (鋼製ブラケット)

沓座拡幅工

(鋼製ブラケット)

沓座拡幅工

(鋼製ブラケット)

沓座拡幅工
(鋼製ブラケット)

500

400

沓座拡幅工
(鋼製ブラケット)

沓座拡幅工
(鋼製ブラケット)

沓座拡幅工
(鋼製ブラケット)

250

350

10
0
3
50

45
0

425 5980 319

6724

沓座拡幅工
(鋼製ブラケット)

沓座拡幅工
(鋼製ブラケット)10

0
3
50

45
0

504 5980 199

6683

沓座拡幅工
(鋼製ブラケット)

1360 5980 360

7700

4
50

小海橋他1橋 橋梁修繕耐震補強工事

【小海橋】

11



注)1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛メッキを施すこと。

　ただし、アンカーボルトはネジ部のみとする。

  付着量は、鋼材　JIS8641 HDZ55

　　　　　　アンカーボルト,Nut,Washer　JIS8641 HDZ35

3.ブラケットの取付及びアンカー孔の位置については、

　現地再確認後、調整すること。

5.アンカー筋は、15D以上の定着長を確保すること。

6.（　）内は、参考値とする。

4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切断

　しないようにすること。

アンカーボルト詳細図
S=1:5

290

φ24

φ14

2.3

2
1.
9

240 50

(ネジ切り長)

座　金
〔M12用〕※SS400

M12

10.5

9

D1
6

19

アンカーボルト
〔D16×290〕※SD345

ゆるみ止めナット
〔M12用〕※SS400
(U-ナット相当品)

鋼製ブラケット詳細図
S=1:10

正 面 図断 面 図

φ
14

140 300 140

580

15
0

15
0

1
50

45
0

1025 242.5 25 242.5 2510

580

20

22
40
6

22

45
0

20

8

15
0

15
0

1
50

(ショーボンド#101相当品)

樹脂パテ仕上げ
不陸整正

5005

22
40
6

22

45
0

削　孔 (φ26×250)
エポキシ樹脂注入(L=240)

アンカーD16

φ
26

φ
26

R40

1046822

1-PL 406×22×580

3-PL 468×25×406

1-PL 283×22×580

沓座拡幅〔1基当り〕

1-PL 500×22×580

N=10基

4-Anc Bolt　 D16 x 290 〔SD345,NW付〕

シール材[シリコン系]
22×22×5980

無収縮モルタル充填

A=0.003m2

240

8322 178

283

168 10785 バックアップ材

[ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ]20×20×100

7
8

3
50

志    摩    市

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺    度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名

2

A1橋台沓座拡幅詳細図

(103) 支間長　6980

(14) 桁　長　7280

径間長　7310

橋　長　14620

(第1径間)

358 5007 358

5722

θ=43゚ 30'

15
3
1
17

2
70

2
53

11
7

3
70

415 5608 701

6724

正　面　図
S=1:30

断　面　図
S=1:30(下流側)

平　面　図
S=1:30

水道管 50A
(水管橋)

20

150

A1 橋台沓座拡幅詳細図

270 5005

15
0

15
0

1
50

45
0

83 200

283

削　孔 (φ26×250)
エポキシ樹脂注入(L=240)

アンカーD16

ブラケットピッチ

アンカー筋ピッチ

15
0

15
0

1
50

45
0

565 19@300=5700 459

580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580

425 290 9@600=5400 290 319

5980

565 19@300=5700 459

580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580

425 290 9@600=5400 290 319

5980

ブラケットピッチ

アンカー筋ピッチ

50
0
5

50
0
5

アンカーD16

削　孔 (φ26×250)
エポキシ樹脂注入(L=240)

小海橋他1橋 橋梁修繕耐震補強工事

【小海橋】
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アンカーボルト詳細図
S=1:5

290

φ24

φ14

2.3

2
1.
9

240 50

(ネジ切り長)

座　金
〔M12用〕※SS400

M12

10.5

9

D1
6

19

アンカーボルト
〔D16×290〕※SD345

ゆるみ止めナット
〔M12用〕※SS400
(U-ナット相当品)

注)1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛メッキを施すこと。

　ただし、アンカーボルトはネジ部のみとする。

  付着量は、鋼材　JIS8641 HDZ55

　　　　　　アンカーボルト,Nut,Washer　JIS8641 HDZ35

3.ブラケットの取付及びアンカー孔の位置については、

　現地再確認後、調整すること。

5.アンカー筋は、15D以上の定着長を確保すること。

6.（　）内は、参考値とする。

4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切断

　しないようにすること。

志    摩    市

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺    度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名

3

P1橋脚(A1側)沓座拡幅詳細図

R4
0

10 368 22

400 5

22
40
6

22

45
0 7

φ
14

140 300 140

580

15
0

15
0

1
50

45
0

1022 247 22 247 2210

580

2020
150

11810 22

15
0

15
0

1
50

φ
26

φ
2
6

(ショーボンド#101相当品)

樹脂パテ仕上げ
不陸整正

1-PL 406×22×580

3-PL 368×22×406

1-PL 150×22×580

沓座拡幅〔1基当り〕

1-PL 400×22×580

N=10基

4-Anc Bolt　 D16 x 290 〔SD345,NW付〕

削　孔 (φ26×250)
エポキシ樹脂注入(L=240)

アンカーD16

240

鋼製ブラケット詳細図
S=1:10

正 面 図断 面 図

22
40
6

22

45
0

P1橋脚(A1側)沓座拡幅詳細図

平　面　図
S=1:30

正　面　図
S=1:30

断　面　図
S=1:30(下流側)

(103)支間長　6980

(14) 桁　長　7280

径間長　7310

橋　長　14620

(第2径間)

(82)支間長　6980

桁　長　7280

径間長　7310(第1径間)

700

θ=43゚ 55'

橋脚中心線

363 5085 363

5811

38
2
14
30
4

70
0 1
24

1
80

29
9
83

42
3
14
26
3

70
0

29
9
12
4 8
31
80

水道管 50A

(水管橋)

5695 915

7700

20

150120

382400 5

15
0

1
50

15
0

4
50

5

150

削　孔 (φ26×250)
エポキシ樹脂注入(L=240)

アンカーD16

アンカーD16

削　孔 (φ26×250)
エポキシ樹脂注入(L=240)

1500 19@300=5700 500

580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580

1360 290 9@600=5400 290 360

5980

ブラケットピッチ

アンカー筋ピッチ

ブラケットピッチ

アンカー筋ピッチ 1500 19@300=5700 500

580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580

1360 290 5400 290 360

5980

15
0

15
0

1
50

45
0

40
0

5

小海橋他1橋 橋梁修繕耐震補強工事
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志    摩    市

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺    度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名

4

P1橋脚(A2側)沓座拡幅詳細図

P1橋脚(A2側)沓座拡幅詳細図

(82) 支間長　6980

(14) 桁　長　7280

径間長　7310

橋　長　14620

(第2径間)

(103)支間長　6980

桁　長　7280

径間長　7310(第1径間)

700

断　面　図
S=1:30(上流側)

363 5085 363

5811

橋脚中心線

26
3
1
4
42
3

70
0

18
0
8
3 1
2
4
2
99

30
4
14
38
2

70
0

18
0
12
4 8
3

2
99

θ=43゚ 55'

水道管 50A

(水管橋)

平　面　図
S=1:30

正　面　図
S=1:30

5695 1090

7700

20

120150

1-PL 406×22×580

3-PL 468×25×406

1-PL 200×22×580

沓座拡幅〔1基当り〕

1-PL 500×22×580

N=10基

4-Anc Bolt　 D16 x 290 〔SD345,NW付〕

φ
14

140 300 140

580

15
0

15
0

1
50

45
0

1025 242.5 25 242.5 2510

580

2020

8

15
0

15
0

1
50

(ショーボンド#101相当品)

樹脂パテ仕上げ
不陸整正

5005

22
40
6

22

45
0

削　孔 (φ26×250)
エポキシ樹脂注入(L=240)

アンカーD16

φ
26

φ
26

R40

1046822

200

168 1022

240

22
40
6

22

45
0

鋼製ブラケット詳細図
S=1:10

正 面 図断 面 図

アンカーボルト詳細図
S=1:5

290

φ24

φ14

2.3

2
1.
9

240 50

(ネジ切り長)

座　金
〔M12用〕※SS400

M12

10.5

9

D1
6

19

アンカーボルト
〔D16×290〕※SD345

ゆるみ止めナット
〔M12用〕※SS400
(U-ナット相当品)

注)1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛メッキを施すこと。

　ただし、アンカーボルトはネジ部のみとする。

  付着量は、鋼材　JIS8641 HDZ55

　　　　　　アンカーボルト,Nut,Washer　JIS8641 HDZ35

3.ブラケットの取付及びアンカー孔の位置については、

　現地再確認後、調整すること。

5.アンカー筋は、15D以上の定着長を確保すること。

6.（　）内は、参考値とする。

4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切断

　しないようにすること。

削　孔 (φ26×250)
エポキシ樹脂注入(L=240)

アンカーD16

200

5

5002635

15
0

1
50

15
0

4
50

ブラケットピッチ

アンカー筋ピッチ 1434 19@300=5700 566

580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580

1294 290 9@600=5400 290 426

5980

15
0

15
0

1
50

45
0

1434 19@300=5700 566

580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580

1294 290 9@600=5400 290 426

5980

ブラケットピッチ

アンカー筋ピッチ

5
00

5

アンカーD16

削　孔 (φ26×250)
エポキシ樹脂注入(L=240)

小海橋他1橋 橋梁修繕耐震補強工事

【小海橋】
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志    摩    市

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺    度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名

5

A2橋台沓座拡幅詳細図

R4
0

10 318 22

350 5

22
40
6

22

45
0 7

φ
14

140 300 140

580

15
0

15
0

1
50

45
0

1022 247 22 247 2210

580

2020

15
0

15
0

1
50

φ
26

φ
2
6

削　孔 (φ26×250)
エポキシ樹脂注入(L=240)

アンカーD16

(ショーボンド#101相当品)

樹脂パテ仕上げ
不陸整正

1-PL 406×22×580

3-PL 318×22×406

1-PL 233×22×580

沓座拡幅〔1基当り〕

1-PL 350×22×580

N=10基

4-Anc Bolt　 D16 x 290 〔SD345,NW付〕

22
40
6

22

45
0

鋼製ブラケット詳細図
S=1:10

正 面 図断 面 図

シール材[シリコン系]
22×22×5980

無収縮モルタル充填

A=0.003m2

240

8322128

233

11810 785 バックアップ材

[ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ]20×20×100

A2橋台沓座拡幅詳細図

(103)支間長　6980

(14)桁　長　7280

径間長　7310

橋　長　14620

(第2径間)

θ=43゚ 30'

28
3

1
17

4
00

363 5085 363

5811

水道管 50A

(水管橋)

平　面　図
S=1:30

正　面　図
S=1:30

断　面　図
S=1:30

494 5695 494

6683

20

150

アンカーボルト詳細図
S=1:5

290

φ24

φ14

2.3

2
1.
9

240 50

(ネジ切り長)

座　金
〔M12用〕※SS400

M12

10.5

9

D1
6

19

アンカーボルト
〔D16×290〕※SD345

ゆるみ止めナット
〔M12用〕※SS400
(U-ナット相当品)

注)1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛メッキを施すこと。

　ただし、アンカーボルトはネジ部のみとする。

  付着量は、鋼材　JIS8641 HDZ55

　　　　　　アンカーボルト,Nut,Washer　JIS8641 HDZ35

3.ブラケットの取付及びアンカー孔の位置については、

　現地再確認後、調整すること。

5.アンカー筋は、15D以上の定着長を確保すること。

6.（　）内は、参考値とする。

4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切断

　しないようにすること。

4003505

83150

233

削　孔 (φ26×250)
エポキシ樹脂注入(L=240)

アンカーD16

15
0

15
0

15
0

45
0

アンカーD16

削　孔 (φ26×250)
エポキシ樹脂注入(L=240)

644 19@300=5700 339

580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580

504 290 9@600=5400 290 199

5980

ブラケットピッチ

アンカー筋ピッチ

35
0
5

ブラケットピッチ

アンカー筋ピッチ

15
0

15
0

1
50

45
0

644 19@300=5700 339

580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580 20 580

504 290 9@600=5400 290 199

5980

7
8

35
0
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断　面　図
S=1:50

上流側

250 3500 250

4000

20011@327=3600200

4000

コンクリート舗装 t=50mm

27
5
15
0
65
0 1
00

A2P1

設計条件

荷　　重

橋　　長

桁　　長

支 間 長

全 幅 員

有効幅員

斜　　角

床　　版 桁 高　0.275m

支　　承

橋　　台

上部工形式 プレテンション方式 PC床版

上
部

工

二等橋(T-14)

14.620m

7.310m + 7.310m

6.980m + 6.980m

4.000m

3.500m

エラスタイト

下
部

工

左 43゚ 30'

重力式

橋　　脚

基礎
直接基礎橋台

橋脚

舗　　装 コンクリート舗装 t=50mm

直接基礎

壁　式

7310 7310

14620

20

7280 20 7280 20

橋　長

(第2径間)径間長(第1径間)

桁　長

径間長

桁　長

A1

床版側面図
S=1:50

下流側

A2 P1 A1

7310 7310

14620

20

7280 20 7280 20

橋　長

(第1径間)径間長(第2径間)

桁　長

径間長

桁　長

側　面　図
S=1:100

小海橋 修繕工一般図

A2A1

7280 20 7280

14620

150 6980 150150 6980 150

20 20

7310 7310径間長 

桁　長 

支間長 

橋　長

(第2径間)径間長 

桁　長 

支間長 

(第1径間)

P1

A1

7310 7310

14620

20 7280 20 7280 20

150 6980 150150 6980 150

橋　長

(第2径間)径間長(第1径間)

桁　長

支間長

径間長

桁　長

支間長

θ=43゚ 30'

θ=43゚ 30'θ=43゚ 55'

A2

P1

平　面　図
S=1:100

志    摩    市

修 繕 工 一 般 図

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺    度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名

6

B150×L150×H30

B200×L200×H50B150×L400×H30

B200×L500×H50

B100×L100×H30

B200×L200×H30

B150×L150×H30 B200×L200×H30
床版断面修復工

8

床版断面修復工
1

床版断面修復工
7

床版断面修復工
6

床版断面修復工
5

床版断面修復工
4

床版断面修復工
3

床版断面修復工
2

排水管設置(新設) 排水管設置(新設)

排水管設置(新設)排水管設置(新設)

断面修復工詳細図

※ 断面修復については修復箇所の周囲にコンクリートカッターを使用すること。

　 なお、コンクリートカッター使用時に鉄筋を切断しないようにすること。

※ 断面損傷部の修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

※ 鉄筋防錆処理について

 　カップワイヤー等で十分に鉄筋をケレンした後、水洗いを行い下地及び鉄筋を清掃する。

 　防錆材は鉄筋に均一に塗布する。

コンクリートはつり取り

鉄筋防錆処理

ポリマーセメント系モルタル

カッター工

断面修復材

L

H

小海橋他1橋 橋梁修繕耐震補強工事

【小海橋】
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平　面　図
S=1:50

A2A1

7280 20 7280

14620

150 6980 150 150 6980 150

20 20

7310 7310径間長 

桁　長 

支間長 

橋　長

(第2径間)径間長 

桁　長 

支間長 

(第1径間)

P1

θ=43゚ 30'

θ=43゚ 30'θ=43゚ 55'

断　面　図
S=1:50

250 3500 250

4000

5
50

2
00
以
上

□100×50×2.0(SUS304)
L=550

□100×50×2.0(SUS304)
L=550

115115

(80×50)

モルタル充填

100 20
0以
上

排水管設置(新設)

1500

3
25

側　面　図
S=1:50

排水管設置工

小海橋 修繕工詳細図

既設排水孔

1500 1500 1500

1500150015001500

既設排水孔

モルタル充填

排水管設置(新設) 排水管設置(新設) 排水管設置(新設) 排水管設置(新設)既設排水孔

モルタル充填

既設排水孔

モルタル充填

既設排水孔

モルタル充填

既設排水孔

モルタル充填

排水管設置(新設)

排水管設置(新設) 排水管設置(新設)

既設排水孔
モルタル充填

既設排水孔

モルタル充填

排水管設置(新設) 既設排水孔

モルタル充填

1500

80

【小海橋】

志    摩    市

修 繕 工 詳 細 図

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺    度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名

7

小海橋他1橋 橋梁修繕耐震補強工事

2
50 50

90
11
0

6
0
30

4
0

7
0

400

100 150150

75 757575

B-B断面

地覆

C

C

A A

100

排水桝□100×50×2.0(SUS304)
L=550

55
0

100

50

336533

130

65 50

100
削孔3-φ65

1箇所当り

1-□ 100×50×2.0×544(SUS304)

1-目皿(SUS)

4-10×10×80(SUS304)

L=275

排水桝詳細図
S=1:10

排水管用削孔要領
S=1:10

400

75 75

100

7575

150150

4-10×10×80

コンクリート 18-8-25H

排水桝□100×50×2.0(SUS304)

L=550 シール材

50

10
4
0

5
50

10

130

100

27
5

50 4
0
10

250

7060

50

40

11090

コンクリート 18-8-25H

4-10×10×80

シール材

排水桝□100×50×2.0(SUS304)
L=550

50

65

27
5

5
50

10

A-A断面

C

C

B B

C-C断面

A

A

B-B断面

80

30

t=20
t=20

樹脂グラウト注入
樹脂グラウト注入

30

断　面　図
S=1:10

※1)排水桝はNETIS登録番号 CB-980013-V相当品とする。

2)施工にあたっては、事前に鉄筋探査を行い鉄筋を切断

しないように注意すること。

4-10×10×80

6 688

38
6

6

4-10×10×80

排水桝□100×50×2.0(SUS304)

96 22

(ショーボンド#100相当品)
(ショーボンド#100相当品)

樹脂グラウト充填A=0.002m2
21211212

目皿 t=6.0mm

54
4

6

22

11



断　面　図
S=1:50

250 3500 250

4000

20011@327=3600200

4000

コンクリート舗装 t=50mm

2
75
15
0
6
50 10
0

水道管 50A
(水管橋)

単管足場

単管足場

小海橋他1橋 橋梁修繕耐震補強工事

【小海橋】

平　面　図
S=1:100

側　面　図
S=1:100

A2A1

7280 20 7280

14620

150 6980 150150 6980 150

20 20

7310 7310径間長 

桁　長 

支間長 

橋　長

(第2径間)径間長 

桁　長 

支間長 

(第1径間)

P1

A1

A2

P1

7310 7310

14620

20 7280 20 7280 20

150 6980 150150 6980 150

橋　長

(第2径間)径間長(第1径間)

桁　長

支間長

径間長

桁　長

支間長

θ=43゚ 30'

θ=43゚ 30'

仮 設 足 場 工　参 考 図

3635085363

5811

(3500)

(250)

(4000)

(250)

P1橋脚

▽A2側 現河床

150
45
0

水道管 50A
(水管橋)

(A2橋台側)

25
00

志    摩    市

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺    度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名

--

500 1200

1700

25
00

78
11

1200

1000 1000

7811

単管足場

仮 設 足 場 工  参 考 図



断　面　図
S=1:50

正　面　図
S=1:50

A1橋台 A2橋台

中 間 部支 点 部

300 2000 300

2600

600 1400 600

2600

コンクリート舗装鉄筋コンクリート床版

20
0

3
0

79
2

3
90

G1 G2

H-792×300×14×22

[-300×90×9×13

L=1360

中間横桁

主桁

[-300×90×9×13

L=1360

端横桁

90
0

300 2000 300

2600

600 1400 600

2600

300 2000 300

2600

600 1400 600

2600

水道管 50A

G1 G1 G2G2

平　面　図
S=1:100

側　面　図
S=1:100

A1 A2

AS
AS

AS

橋　長 

桁　長 

支間長 

20 25600 20

25640

300 25000 300

A2
A1

橋　長 

桁　長 

支間長 

20 25600 20

25640

300 25000 300

3
00

20
00

3
00

26
00

至 和具

至 鵜方

国
道
26
0
号

A2A1

橋　長 

桁　長 

支間長 

20 25600 20

25640

300 25000 300

G1

G2

30
0

20
0
0

30
0

26
0
0

至 和具

至 鵜方

国
道
2
60
号

水道管 50A

上 面

下 面

無名橋 修繕工一般図

設計条件

荷　　重

橋　　長

桁　　長

支 間 長

全 幅 員

有効幅員

斜　　角

舗　　装

支　　承

橋　　台

上部工形式 鋼単純H桁

上
部

工

群集荷重

25.640m

25.600m

25.000m

2.600m

2.000m

コンクリート舗装

ゴム支承

下
部

工

90°00'

重力式

基    礎 直接基礎

志    摩    市

修繕工一般図

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺    度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名

床　　版 鉄筋コンクリート床版 

伸縮目地設置工

L=2.60m伸縮目地設置工

L=2.60m

笠木取替え L=25.30m

ビーム L=26.00m 
支　柱 N=14本

ガードレール
塗装塗替え工
(上流側・下流側)

上部工塗装塗替え工　A=141.8m2

笠木取替え L=25.30m

ビーム L=26.00m　支 柱 N=14本ガードレール塗装塗替え工

笠木取替え L=25.30m

ビーム L=26.00m　支 柱 N=14本ガードレール塗装塗替え工

上部工塗装塗替え工　A=141.8m2

笠木取付ボルト設置

N=1本

ガードレール
塗装塗替え工

上部工塗装塗替え工　A=141.8m2

笠木取替え

ガードレール
塗装塗替え工
笠木取替え

※上部工塗装塗替工はRc-Ⅲ塗装系とし、3種ケレンによる鋼材露出部においては下塗を3回行うこととする。

橋台側

S=1:5

注入式目地材A=0.003m2

シリコーン#70相当品

桁　側

伸縮目地(SUS)

既設材利用

伸縮目地設置工

20

15
0

ボルト M20×145

ビーム 350×2.3

笠木 [-150X50X3.2

ボルト M16×35

90
0

60
0

3
00

S=1:20

ガードレール詳細図

(Gr-C-2B-5用)

(Gr-C-2B-5用)

取替え

A=0.323m2/本

支柱　φ114.3×900

塗装塗替え

塗装塗替え

A=0.84m2/m

W=6.02kg/m

小海橋他1橋 橋梁修繕耐震補強工事

【無名橋】
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平　面　図
S=1:100

T.12

T.13

T.14

T.15

バルブ

バイパス第一幹6-1

バイパス第一幹6

74ス　042

甲賀～三重志摩F10-22

75ス　951

消火栓

仕切弁

至 和具

至 鵜方

国
道
2
6
0
号

A1

A2

側　面　図
S=1:100

A1 A2

AS
ASAS

下
り
車
線

下
り
車
線

上
り
車
線 下
り
車
線

上
り
車
線

上
り
車
線

橋　長 

桁　長 

支間長 

20 25600 20

25640

300 25000 300

30
0

20
00

3
00

26
00

橋　長 

桁　長 

支間長 

20 25600 20

25640

300 25000 300

仮設計画図(1)

志    摩    市

仮 設 計 画 図 (1)

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺    度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名

3000 3000

20002000 1000 1000

25
0
0

25
00

500 2500 500

3500

38
0
0 45
0
0

500 2500 500

3500

1
0
00
0

60
0
0

1
00
0
0

30°

85
0

一次施工　L=13.00m

15
00

15
0
0

一次施工　L=13.00m

吊足場

全面吊足場

300 2000 300

2600

600 1400 600

2600

水道管 50A

断　面　図 (参考図)
S=1:50

15001500

足場板ころばし

足場チェーン
防炎シート

安全ネット

8
50

15
0
0

(一次施工)

小海橋他1橋 橋梁修繕耐震補強工事

【無名橋】
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平　面　図
S=1:100

T.12

T.13

T.14

T.15

バルブ

バイパス第一幹6-1

バイパス第一幹6

74ス　042

甲賀～三重志摩F10-22

75ス　951

消火栓

仕切弁

至 和具

至 鵜方

国
道
2
6
0
号

側　面　図
S=1:100

A1 A2

AS
ASAS
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上
り
車
線

下
り
車
線

上
り
車
線

上
り
車
線

下
り
車
線

下
り
車
線

橋　長 

桁　長 

支間長 

20 25600 20

25640

300 25000 300
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0
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3
00
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00
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桁　長 

支間長 

20 25600 20

25640

300 25000 300

志    摩    市

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺    度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名

3000 3000

20002000 1000 1000
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0
0

25
00

500 2500 500

3500

45
0
0

3
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0

2500500 500

3500
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0
00

10
00
0
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0
0

30

二次施工　L=13.14m

吊足場

85
0

500

施工済

二次施工　L=13.14m

全面吊足場

15
00

15
0
0

300 2000 300

2600

600 1400 600

2600

水道管 50A

断　面　図 (参考図)
S=1:50

15001500

足場板ころばし

足場チェーン
防炎シート

安全ネット

8
50
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0
0

仮 設 計 画 図 (2)

仮設計画図(2)

(二次施工)

小海橋他1橋 橋梁修繕耐震補強工事

【無名橋】
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高さ制限標識 φ600

高さ制限予告標識　900×600

無
名
橋

国道260号

植樹帯

歩道 車道

（
路
面
か
ら
標
識
下
ま
で
）

植樹帯

高さを表示するポール

植樹帯

歩道 車道

高さを表示するポール

高さ3.5m

※高さ表示部分は、反射タイプとする。
　ポールは、工事期間中における仮設材として適した材料（安全性が確保できる材料）とする。

植樹帯

植樹帯

歩道 車道

（
路
面
か
ら
標
識
下
ま
で
）

注意）「道路標識、区画線及び道路標示に関する命令　321番」に則り設置する事

高さ制限予告標識　900×600

高さ制限標識 φ600 高さを表示するポール

　　　材料、設置場所、標記内容は、監督員ならびに関係機関との協議を十分に行ない決定すること。

注意）「道路標識、区画線及び道路標示に関する命令　409-A番」に則り設置する事

　　　材料、設置場所、標記内容は、監督員ならびに関係機関との協議を十分に行ない決定すること。

注意） 材料、設置場所、標記内容は、監督員ならびに関係機関との協議を十分に行ない決定すること。

　　　材料、設置場所、標記内容は、監督員ならびに関係機関との協議を十分に行ない決定すること。

　　　材料、設置場所、標記内容は、監督員ならびに関係機関との協議を十分に行ない決定すること。

小海橋他1橋 橋梁修繕耐震補強工事

【無名橋】

220×600×t1.2 程度

志    摩    市

交通規制標識等配置計画図

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺    度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名

高さ制限横断幕の概要図 1
S=1:100

A1 A2

AS
ASAS

下
り
車
線

橋　長 25640

8
50

一次施工　L=13.00m

吊足場

A1 A2

AS
ASAS

上
り
車
線

橋　長 25640

二次施工　L=13.14m

吊足場

8
50

500

高さ制限 3.5 m

高
さ
制
限
 
3.
5
 m

高さ制限 3.5 m

高
さ
制
限
 3
.5
 
m

横断幕　幅5.0m 高さ1.0m 文字「高さ制限 3.5 m 」

横断幕　幅5.0m 高さ1.0m 文字「高さ制限 3.5 m 」

約 100 ｍ

約 100 m

A1

A2

交通規制標識等配置計画図

※ 足場を設置している期間は、全面、高さ制限を 3.5 m とする。

交通規制標識等見取配置図

横断幕　幅5.0m 高さ1.0m 文字「高さ制限 3.5 m 」

高さ制限標識の概要図

高さを表示するポールの概要図

高さ制限標識　φ600

※速度標識と同等品とする。

※ 足場を設置している期間は、全面、高さ制限を 3.5 m とする。

高さ制限予告標識の概要図

　反射タイプとする。

高さ制限予告標識　900×600

※反射タイプとする。

1
00
 c
m
 以
上

1
00
 c
m
 以
上

高さ制限横断幕の概要図 2
S=1:100

30 m 以上

30 m 以上

11 11


	01_耐震補強一般図_小海橋
	02_A1橋台沓座拡幅詳細図_小海橋
	03_P1橋脚(A1側)沓座拡幅詳細図_小海橋
	04_P1橋脚(A2側)沓座拡幅詳細図_小海橋
	05_A2橋台沓座拡幅詳細図_小海橋
	06_修繕工一般図_小海橋
	07_修繕工詳細図_小海橋
	08_仮設足場工参考図_小海橋
	09_修繕工一般図_無名橋
	10_仮設計画図(1)_無名橋
	11_仮設計画図(2)_無名橋
	12_交通規制標識等配置計画図

